













































理子 1)、山永　成美 2)、宮部　陽永 1)、上木原宗一 1)、
井　　清司 3)





































治 1)、渡井　至彦 1)、後藤　憲彦 1)、平光　高久 1)、
　山本　貴之 1)、辻田　　誠 1)、武田　朝美 1)、両角　國男 1)、





























彦 1)、山本　貴之 1)、平光　高久 1)、辻田　　誠 1)、
　後藤　憲彦 1)、鳴海　俊治 1)、日高　悠嗣 1)、比留川　喬 1)、





















第2週 358±67 (255-579), 第3週目334±97 (145-764) ng・hr/mlであっ
た。 TAC投与量や体重当たり投与量とTAC-AUC 0-24の相関は認
めず, TAC-C0との決定係数(R2)は0.62であった。
考案：TACER使用下の免疫抑制プロトコールで移植成績は良好で
あった。現在、TACERの適正な使用法・投与量を新しいプロトコー
ルで検討中である。
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